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岐
阜
県
歴
史
資
料
館
古
文
書
講
座
（
第
一
） 

 

一 
花
村
家
と
本
郷
村
に
つ
い
て 

○
花
村
家
：
羽
栗
郡
本
郷
村
の
庄
屋
を
務
め
た
家
。
近
世
～
近
代
文
書
三
〇
〇
〇
点
余
を
伝
来
。 

○
羽
栗
郡
本
郷
村
（
現
羽
島
市
福
寿
町
本
郷
）：
桑
原
輪
中
の
う
ち
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
か 

ら
尾
張
藩
領
。
村
高
は
四
九
九
石
余
。
知
行
主
（
給
人
）
は
尾
張
藩
重
臣
・
横
井
氏
（
本
拠
は
尾

張
国
丹
羽
郡
赤
目
村
＝
現
愛
西
市
赤
目
町
）。
東
は
竹
ヶ
鼻
村
、
南
は
浅
平
村
、
平
方
村
、
北
は
間

島
村
、
西
は
長
良
川
を
限
る
。
本
郷
湊
あ
り
。 

○
桑
原
輪
中
：
羽
島
市
南
半
部
。
木
曽
・
長
良
・
逆
川
が
境
。
幕
府
領
、
尾
張
藩
領
、
旗
本
領
あ
り
。 

 

二 

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て 

文
書
の
記
録
保
管
は
庄
屋
の
重
要
な
任
務
の
一
つ
で
あ
っ
た
。『
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
丙
戌
年
中

諸
事
書
上
ヶ
控
』
か
ら
、
同
年
六
月
付
の
堤
普
請
に
関
す
る
願
書
を
取
り
上
げ
る
。 

 

三 

史
料
読
み
下
し
、
語
句
解
説
（
用
語
・
言
い
回
し
） 

【
史
料
一 

語
句
】 

丙
戌
（
へ
い
じ
ゅ
つ
。
ひ
の
え
い
ぬ
）：
干
支
（
え
と
。
十
干
十
二
支
）
の
一
つ
。 

諸
事
書
上
ヶ
：
一
つ
一
つ
書
き
記
し
た
も
の
。
こ
こ
で
は
本
郷
村
の
明
和
三
年
の
文
書
の
書
上
げ
。 

控
（
ひ
か
え
）：
備
忘
の
た
め
（
後
日
の
た
め
）
書
き
と
め
て
お
く
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
も
の
。 

 

【
史
料
二 

読
み
下
し
】 

羽
栗
郡
間
島
村
御
堤
定
式
の
ご
普
請
、
舟
橋
村
・
平
方
村
・
浅
平
村
・
本
郷
村
・
間
島
村
右
五
か
所

よ
り
お
願
い
申
し
候
願
書
の
下
書 

【
史
料
二 

語
句
】 

間
島
村
：
羽
栗
郡
。
尾
張
藩
領
。
桑
原
輪
中
の
う
ち
。
逆
川
堤
沿
い
。 
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御
堤
：
堤
防
。
こ
こ
で
は
輪
中
の
堤
。 

 

〇
定
式
：
一
定
の
方
式
。 

御
普
請
：
建
築
・
土
木
の
工
事
。「
定
式
御
普
請
」
は
春
先
に
領
主
の
命
で
行
う
堤
防
の
修
繕
。 

舟
橋
村
・
平
方
村
・
浅
平
村
・
本
郷
村
：
舟
橋
村
は
中
島
郡
。
平
方
村
・
浅
平
村
・
本
郷
村
は
羽
栗

郡
。
桑
原
輪
中
の
う
ち
。
尾
張
藩
領
。
互
い
に
近
接
し
上
郷
四
か
村
と
し
て
関
係
が
深
い
。 

願
書
：
願
い
の
趣
旨
を
書
き
記
し
た
書
面
。
こ
こ
で
は
村
か
ら
領
主
に
提
出
し
た
要
望
書
。 

下
書
：
清
書
の
前
に
試
み
に
書
い
た
も
の
。 

 

【
史
料
三 

読
み
下
し
】 

恐
れ
な
が
ら
願
い
上
げ
奉
り
候
御
事 

一
間
島
村
地
内
堤
ご
普
請
所
、
当
秋
ご
見
分
仰
せ
付
け
さ
せ
ら
れ
、
下
し
置
か
れ
候
よ
う
、
右
村
よ

り
今
度
願
い
上
げ
ら
れ
候
、
右
は
、
全
体
、
御
堤
通
り
甚
だ
細
く
常
々
不
丈
夫
に
ご
ざ
候
と
こ
ろ
、

当
年
は
、
お
手
伝
ご
普
請
に
て
、
御
料
所
お
堤
所
々
川
々
と
も
ご
普
請
で
き
仕
り
候
と
こ
ろ
に
、
右

の
通
り
、
間
島
村
の
儀
は
、
す
べ
て
堤
低
細
に
て
、
こ
の
上
出
水
の
節
は
、
甚
だ
覚
つ
か
な
く
存
じ

奉
り
候
、
も
し
切
損
等
こ
れ
有
り
候
て
は
、
私
共
村
々
と
も
必
至
に
水
損
、
亡
所
に
及
び
申
す
べ
し

と
、
千
万
歎
か
し
く
存
じ
奉
り
候
あ
い
だ
、
何
と
ぞ
今
度
間
島
村
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ら
れ
候
通

り
、
残
ら
ず
ご
普
請
仰
せ
付
け
さ
せ
ら
れ
、
下
し
置
か
れ
候
よ
う
、
願
い
上
げ
奉
り
候
、
尤
も
、
少

村
に
大
分
の
ご
普
請
に
ご
ざ
候
ら
え
ど
も
、
五
か
村
割
合
に
て
、
丈
夫
に
ご
普
請
で
き
仕
り
候
よ
う

仕
り
た
く
、
願
い
上
げ
奉
り
候
、
聞
し
召
し
さ
せ
ら
る
分
、
願
い
の
通
り
仰
せ
付
け
さ
せ
ら
れ
、
下

し
置
か
れ
候
わ
ば
、
有
難
く
存
じ
奉
る
べ
く
候
、
以
上 

【
史
料
三 

語
句
】 

乍
恐
奉
願
上
候
御
事
（
お
そ
れ
な
が
ら
願
い
上
げ
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
お
ん
こ
と
）：
願
書
の
題
。

領
主
を
恐
れ
敬
っ
て
願
い
出
る
表
現
。「
奉
」
は
「
～
し
申
し
上
げ
る
」。「
候
（
そ
う
ろ
う
）」
は
「
あ

り
」
の
謙
譲
・
丁
寧
語
。 

一
（
ひ
と
つ
）：（
物
を
列
挙
す
る
場
合
に
）
一
項
。
た
だ
し
、
こ
の
文
書
で
は
一
項
の
み
。 

堤
御
普
請
所
：
堤
防
の
普
請
箇
所
。 
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当
秋
御
見
分
：
見
分
は
検
分
に
同
じ
。
定
式
普
請
に
そ
な
え
、
秋
に
役
人
が
立
ち
会
っ
て
現
地
を
検

査
し
、
見
届
け
る
こ
と
。 

被
為
仰
付
（
仰
せ
つ
け
さ
せ
ら
れ
）：
ご
命
令
さ
れ
。「
被
」
は
尊
敬
表
現
。「
為
（
さ
せ
る
）」
は
～

な
さ
る
（
尊
敬
の
意
）。「
仰
せ
（
お
お
せ
）」
は
ご
命
令
、
お
こ
と
ば
、
お
指
図
。 

被
下
置
候
（
く
だ
し
お
か
れ
そ
う
ろ
う
）
：「
下
（
く
だ
す
）」
は
命
令
な
ど
を
申
し
渡
す
こ
と
。 

右
村
：
間
島
村
を
さ
す
。 

 
〇
全
体
：（
副
詞
的
に
）
も
と
も
と
。
元
来
。 

御
堤
通
甚
細
ク
常
々
不
丈
夫
：
堤
の
通
り
が
大
変
細
く
、
ふ
だ
ん
か
ら
丈
夫
で
な
い
。 

御
座
候
処
：「
あ
る
」「
い
る
」
の
尊
敬
・
丁
寧
表
現
。「
と
こ
ろ
」
は
（
接
続
助
詞
的
に
）
～
す
る
と
。 

御
手
伝
御
普
請
：
幕
府
が
諸
大
名
に
資
材
や
人
足
を
負
担
さ
せ
て
行
わ
せ
た
大
規
模
な
土
木
工
事
。 

御
料
所
御
堤
所
々
川
々
共
御
普
請
出
来
：
幕
府
領
の
堤
防
や
河
川
も
い
っ
し
ょ
に
普
請
が
で
き
た
。 

仕
（
つ
か
ま
つ
り
）
候
：
「
つ
か
ま
つ
る
」
は
「
す
る
」
の
謙
譲
語
。
致
す
。 

間
島
村
之
儀
：
間
島
村
の
こ
と
。
「
儀
」
は
こ
と
が
ら
。
わ
け
。 

惣
（
す
べ
て
）
堤
低
細
ニ
て
：
堤
全
体
が
貧
弱
な
つ
く
り
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。 

此
上
出
水
之
節
ハ
甚
無
覚
束
（
甚
だ
お
ぼ
つ
か
な
く
）
：
出
水
す
れ
ば
（
被
害
が
）
大
変
心
配
で
。 

奉
存
候
（
ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
）：「
思
い
ま
す
」
の
謙
譲
表
現
。 

若
切
損
等
有
之
候
而
ハ
（
こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う
て
は
）
：
も
し
（
堤
防
の
）
損
傷
が
あ
っ
て
は
。 

私
共
村
々
共
：
願
書
を
差
し
出
し
た
五
か
村
を
指
す
。 

必
至
（
ひ
っ
し
）：
か
な
ら
ず
そ
う
な
る
こ
と
。
必
然
。 

 

〇
水
損
：
水
害
に
よ
る
損
失
。 

及
亡
所
ニ
可
申
（
亡
所
に
及
び
申
す
べ
し
）：
き
っ
と
人
が
住
め
な
い
、
利
用
で
き
な
い
所
に
な
る
。 

千
万
歎
ヶ
敷
（
せ
ん
ば
ん
な
げ
か
し
く
）
：
こ
の
上
も
な
く
な
げ
か
わ
し
く
。 

～
間
（
あ
い
だ
）：
～
ゆ
え
。
～
か
ら
。
～
の
で
。 

御
願
被
申
上
候
通
（
お
願
い
申
し
上
げ
ら
れ
そ
う
ろ
う
と
お
り
）
：「
被
」
は
自
発
表
現
か
未
詳
。 

不
残
御
普
請
被
為
仰
付
被
下
置
候
様
：
す
べ
て
普
請
を
ご
命
令
さ
れ
、
も
う
し
わ
た
さ
れ
る
よ
う
。 

尤
（
も
っ
と
も
）：
そ
う
は
い
う
も
の
の
。
た
だ
し
。 

少
村
ニ
大
分
之
御
普
請
：
少
数
の
村
に
（
つ
り
あ
わ
な
い
）
大
規
模
な
工
事
。 
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五
ヶ
村
割
合
：
五
か
村
で
公
平
に
負
担
を
割
り
当
て
る
こ
と
。 

丈
夫
ニ
御
普
請
出
来
仕
候
様
仕
度
（
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
よ
う
つ
か
ま
つ
り
た
く
）
：
丈
夫
に
普

請
で
き
る
よ
う
致
し
た
く
。
村
々
が
普
請
を
行
う
た
め
、
謙
譲
語
の
「
仕
」
を
多
用
し
て
い
る
。 

被
為
聞
召
分
（
き
こ
し
め
し
さ
せ
ら
る
分
）：
お
聞
き
な
さ
る
な
ら
ば
。「
聞
し
召
す
」
は
聞
く
の
尊

敬
語
。
お
聞
き
な
さ
る
。「
分
（
ぶ
ん
）」
は
あ
る
範
囲
の
分
量
。
区
別
さ
れ
た
も
の
。 

～
候
ハ
ゝ
（
そ
う
ら
わ
ば
）
：
～
で
あ
る
な
ら
ば
。 

難
有
可
奉
存
候
（
あ
り
が
た
く
存
じ
た
て
ま
つ
る
べ
く
そ
う
ろ
う
）：「
き
っ
と
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
」
の
謙
譲
表
現
。 

 

〇
以
上
：
書
き
止
め
文
言
。「
こ
れ
ま
で
で
終
わ
る
」
の
意
。 

戌
（
い
ぬ
）
六
月
：
戌
年
（
明
和
三
年
）
の
六
月
。
作
成
年
月
日
の
表
記
。 

間
島
村
庄
屋
小
伝
次
ほ
か
：
差
出
人
。
役
所
に
出
し
た
原
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
名
前
の
下
に
押
印
あ
り
。 

郡
奉
行
（
こ
お
り
ぶ
ぎ
ょ
う
）・
尾
崎
友
治
郎
：
宛
名
。
郡
奉
行
は
尾
張
藩
の
役
職
、
村
々
の
行
政
を

行
っ
た
。
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
廃
止
さ
れ
、
以
後
代
官
が
地
方
行
政
を
行
っ
た
。「
尾
崎
友
治

郎
」
は
郡
奉
行
所
の
役
人
。
通
常
、
宛
名
は
差
出
人
の
後
に
書
か
れ
る
。 

 


